
W a j i m a  M u s e u m  o f  U r u s h i  A r t

〒928-0063 石川県輪島市水守町四十苅11番地
TEL. 0768－22－9788  FAX. 0768－22－9789　http://www.city.wajima.ishikawa.jp/art/

《蝶の楽園》2016年　改組新第3回日展

2018. 9.8 [土] － 11.5 [月]
主　　催　 石川県輪島漆芸美術館
後　　援　 石川県　輪島市　輪島漆器商工業協同組合

開館時間　 9：00～17：00　最終日は16：00閉館
　　　　　 （入館は閉館の30分前まで）会期中無休
会　　場　 石川県輪島漆芸美術館
入 館 料　 一般620（510）円　高大学生310（210）円　
　　　　　小中学生150（100）円　 ＊（　）内は20名以上の団体料金

石川県輪島漆芸美術館文化講座 漆文化セミナー　＊いずれも予約不要・受講無料
第２回「伝統の本質を追求する ―乾漆造形を通じて―」  9月29日 （土）13：30～
講　師：林　曉 氏（富山大学芸術文化学部教授）
第３回「文化功労者 三谷吾一氏の足跡を振り返る」    10月28日 （日）13：30～
講　師：三谷　慎 氏（彫刻作家）、角　康二 氏（沈金作家・日展会員）
　　　　細川英邦 氏（輪島市産業部漆器商工課漆器産業振興室次長）
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次回展覧会案内　
「重要無形文化財保持団体秀作展
　　　　　　　　　日本の伝統美と技の世界」
11月10日（土）～12月10日（月）
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〒928－0063  石川県輪島市水守町四十苅11番地
TEL 0768－22－9788  FAX 0768－22－9789
URL http://www.city.wajima.ishikawa.jp/art/

■交通案内 飛行機 ： 羽田空港　約60分　のと里山空港　車＝約20分　漆芸美術館

　車　 ： 金沢市内　のと里山海道利用＝約100分　 漆芸美術館

　　　   〈自家用車・大型バス駐車場有（無料）〉

バ　ス： 金沢駅　北鉄奥能登バス輪島特急＝約120分

　　　   乗換え　のらんけバス 海コース＝約10分　 「漆芸美術館」下車

徒　歩 ： 道の駅・輪島ふらっと訪夢「輪島駅前」　約15分　漆芸美術館

道の駅・輪島ふらっと訪夢
「輪島駅前」下車
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（写真右列上から）
《黄昏》2015年改組新第2回日展（加賀屋蔵）
／《悠々》2014年改組新第1回日展（個人蔵）
／《貝文 飾筥》1999年（個人蔵）／《さえずる》
2013年第45回日展（加賀屋蔵）／《鳥と少女》
2013年第52回日本現代工芸美術展（個人蔵）
／《鳥の散歩》2008年第47回日本現代工芸
美術展（法相宗大本山薬師寺蔵）

イベント情報

●石川県輪島漆芸美術館文化講座
 　漆文化セミナー
　＊いずれも予約不要・受講無料

第2回
「伝統の本質を追求する
　　　　―乾漆造形を通じて―」
9月29日（土）13：30～
講師 ： 林　曉 氏
　　　 （富山大学芸術文化学部教授）

第3回
「文化功労者 三谷吾一氏の
　　　　　     足跡を振り返る」
10月28日（日）13：30～
講師 ： 三谷　慎 氏
　　　 （彫刻作家）

　　　角　康二 氏
　　　  （沈金作家・日展会員）

　　　細川英邦 氏
　　　 

●石川県輪島漆芸美術館
　友の会主催コンサート
　「大西貴浩　美しき日本のうた」
　10月7日（日）14：00開演

●「いしかわ文化の日」特別無料開放
　10月21日（日）

●輪島市民文化祭「あいの風」協賛
　特別無料開放
　11月3日（土・祝）～4日（日）

撮影：相澤 實

輪島市産業部漆器商工課
漆器産業振興室次長（　　　　　　　  ）


